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の macrophage inflammatory protein（MIP）‐１α および
βを構成的に産生し，これらが骨髄腫細胞自身に発現し



































































































































































































































































































































































































いた全ての S. pyogenes に強い抗菌活性を示し，赤紫蘇
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尾崎 修治（徳島大附属病院輸血部）
小阪 昌明（徳島県立海部病院）
【目的】造血幹細胞移植により造血器腫瘍の治療成績は
向上してきているが，移植療法の適応については未だ明
確でない。今回当科で施行した造血幹細胞移植の治療成
績を評価し，その適応について考案したので報告する。
【症例】１９９０年２月から２００２年７月までに６７症例（のべ
７５回）の造血幹細胞移植を施行した。患者は男性４０例，
女性２７例，１７歳から６６歳（中央値４７歳）で，診断は急性
骨髄性白血病２７例，非ホジキンリンパ腫２４例，多発性骨
髄腫８例，その他８例。自己末梢血幹細胞移植が６７回（５９
例）と大部分を占め，同種末梢血幹細胞移植が５回，同
種骨髄移植が２回，臍帯血移植が１回であった。
【結果】自己末梢血幹細胞移植について，各疾患の
overall survival（５年）は急性骨髄性白血病が６５％，非
ホジキンリンパ腫が４６％，多発性骨髄腫が７５％で，死亡
原因は移植関連早期死亡が３回／６７回（４％），再発が１７
例（２８％），原疾患の増悪が２例（３％），感染が２例
（３％）であった。寛解期症例（３９例）の５年生存率は
６２％で，非寛解期症例（２０例）は３５％であった。同種移
植８例については寛解期症例（４例）は７ヶ月生存率６７％，
非寛解期症例（４例）は全例１ヶ月以内に死亡した。
【考察】自己末梢血幹細胞移植は移植関連早期死亡が少
なく安全であり，寛解期症例では治療成績が良好である
ため良い適応と考えられた。移植後の再発予防のための
維持療法も生存率のさらなる向上のため必要と思われた。
２２．輸血用血液の安全性について
渡辺 恒明（徳島県赤十字血液センター）
安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律が公
布された機会に特定生物由来製品としての輸血用血液の
安全性について現状を紹介する。
平成１３年度徳島県内の献血受付５２，１００人中，２，９５５
（５．７％）人が問診で，２，９７１（５．７％）人が比重不足で，
献血できなかった。残りの４６，１７４人の献血者中検査不合
格は２，９９３（６．５％）で，内訳は，HBs抗原６１，HBc抗
体１，０２３，HC抗体９８，HTLV‐１８１，梅毒１４０，肝機能１，２７６，
不規則抗体２８０，その他３４である。
AIDSに関する献血後の自己申告は３件あったが，検
査では陰性であった。献血後情報は４件あった。
免疫反応陰性血液での核酸増幅検査は平成１１年１０月か
らの検査総数１４１，１１４中４検体が HBV陽性であった。
遡及調査のため献血検体は１０年間保管され，原料血漿
は世界最長の６カ月間保管されてから出荷されている。
なお，血漿分画製剤には不活化が施されている。
輸血後 GVHD対策として１５Gyの X線照射している。
vCJDと米国において流行の蚊を媒介とした西ナイル
１１４
ウィルス感染症は輸血による感染は報告されていないが，
適当なスクリーニング検査がなく，問診を強化している。
保存前白血球除去は功罪があり，コストの問題もあっ
て検討中である。
輸血療法の歴史は感染症との戦いと言われ，世界一安
全な日本赤十字社血液のより一層の安全化に努力したい。
２３．老人保健施設における気管内吸引時の低酸素症予防
の検討
＊日下 京子，＊六田 暉明，＊＊吉永キヨエ（老人保健
施設悠心館，＊医師＊＊看護師）
高齢者において，呼吸器感染症は重症化しやすく呼吸
不全により，死の転帰をとることも少なくない。その要
因としては，喀痰排出機能障害，嚥下機能障害，慢性呼
吸器疾患合併，免疫力低下，等が挙げられる。このうち
喀痰排出障害に対しては，従来より経鼻的気管内吸引が
行われてきた。しかし，気管内吸引は吸引時に低酸素血
症を生じるため短時間に限定されており，十分喀痰吸引
を行うためには，何回かチューブを気管から出し入れす
る必要がある。この喀痰吸引時における患者の負担を軽
減する目的で，当施設では，特殊な吸引チューブを使用
し，従来法と比較検討した。当施設入居者６０名のうち，
喀痰排出障害のある４例を対象とし，吸引チューブとし
て，山田らの報告に準じ，２腔のチューブ（１腔から酸
素を投与しつつ，他腔から吸引を行う）を使用した（「本
法」）場合と，従来の方法を用いた場合の動脈血酸素飽
和度（パルスオキシメーター使用）を中心に比較した。
結果として，「本法」による吸引は従来法に比べ動脈血
酸素飽和度の低下幅が少なく，表情から患者の苦痛も軽
減でき，痰吸引も容易などの利点を認めた。「本法」は
吸引時のリスクを減らし，十分に吸引出来るなどの利点
を認め，臨床的に有効であると思われる。
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